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4.2 森林火災アルゴリズム（burning algorithm) 
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全域木（spanning tree）の例： 
全てのサイトが root （＊）とボンドで結ばれてい
るが，ループはない（tree グラフ） 
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Burning Algorithm の説明 
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値 3 = 残り 2 ボンド + 1 値 2 = 残り 3 ボンド - 1 値 3 = 残り 2 ボンド + 1 

値 0 = 残り 3 ボンド -3 

値 2 = 残り 2 ボンド +0 値 3 = 残り 2 ボンド + 1 

値 1 = 残り 3 ボンド -2 
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値 2 = 残り 2 ボンド +0 値 3 = 残り 2 ボンド + 1 

サイトの値  － 残りのボンドの数 ≧ 0  のサイトにだけ延焼 
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N < E < S < W とする 

「どのボンドを通って火が伝わるか」を定めていくためのアルゴリズム: 
一旦切ったボンドのうち，延焼するサイトに至るボンドを１本ずつ選ぶ 
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一度燃えてしまったサイト（樹木）は灰となり，２度とは燃えないので，
延焼していく経路にはループはできない． 
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